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今
、
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
復

興
五
輪
と
位
置
付
け
、
昨
年
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
延
期
と
な
り
、
今
年
は
開
催
方
式
を
変
え
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
に
お
い

て
も
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
な
ど
が
あ
り
、
感
染
抑
制
の
た
め
に
対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
出
版
界
に
お
い
て
は
、
昨
春
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
一
部
書
店
の
休
業
、
一
斉
休
校
、

そ
し
て
職
場
で
は
在
宅
勤
務
の
要
請
な
ど
が
あ
り
、
当
初
、
出
版
販
売
は
厳
し
い
状
況
で
推
移
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
一
斉
休
校
や
在
宅
勤
務
に
よ
る
通
学
・
通
勤
時
間
の
減
少
な
ど
に
よ
り
生
ま
れ
た

時
間
で
、
出
版
物
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
側
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
現
象
と
も
言
わ
れ
る
コ
ミ
ッ

ク
「
鬼
滅
の
刃
」
の
ヒ
ッ
ト
が
先
陣
を
切
り
、
全
体
の
出
版
販
売
金
額
を
牽
引
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

出
版
物
に
改
め
て
向
き
合
う
時
間
が
増
え
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
読
書
推
進
運
動
の
成

果
も
あ
り
、
子
供
た
ち
、
学
生
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
本
を
読
む
「
読
書
習
慣
」
が
戻
っ
て
き

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
若
い
世
代
が
本
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
そ
の
感
動
を

発
信
・
拡
散
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
魅
力
あ
る
良
質
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
出
版
し
続
け
る
こ
と
で
、

こ
の
状
態
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
我
々
出
版
界
が
、

一
定
の
ニ
ー
ズ
を
持
つ
潜
在
読
者
を
新
た
な
視
点
の
出
版
物
で
掘
り
起
こ
し
て
い
く
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

読
者
、
書
店
、
図
書
館
、
取
次
販
売
会
社
が
多
く
の
出
版
物
の
近
刊
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り

早
く
正
確
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
出
版
社
と
し
て
の
重
要
な
責
務
で
す
。
２
０
１
５

年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
Ｊ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
（
出
版
情
報
登
録
セ
ン
タ
ー
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
日
々
、

出
版
社
か
ら
数
百
点
の
出
版
情
報
が
届
き
、
今
や
近
刊
・
既
刊
、
紙
・
電
子
併
せ
て
２
６
０
万
点
以

上
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。 

基
本
書
誌
情
報
は
、
検
索
サ
イ
ト
「
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
」
で
一
般
向
け
に
提
供
さ
れ
、
さ
ら
に
詳
細
書

誌
・
販
促
・
選
書
情
報
等
を
プ
ラ
ス
し
て
書
店
・
図
書
館
向
け
サ
イ
ト
「
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」
に

反
映
さ
れ
ま
す
。
取
次
販
売
会
社
向
け
の
搬
入
情
報
は
目
下
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
出
版
流
通
改

革
・
改
善
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
版
活
動
の
基
本
と
な
る
「
出
版
権
設
定
」
情
報
の

登
録
は
、
大
変
重
要
な
機
能
で
す
。
私
た
ち
は
、
最
新
の
出
版
情
報
を
登
録
し
、
業
界
再
活
性
化
に

向
け
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

 

図
書
館
に
お
け
る
利
用
に
つ
い
て
の
著
作
権
法
改
正
は
、
そ
の
運
用
に
関
し
て
し
っ
か
り
と
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
著
作
物
の
一
部
分
の
個
人
へ
の
送
信
に
関
し
て
導
入
が
予
定
さ
れ
る
「
補

償
金
制
度
」
が
実
効
性
を
持
っ
た
運
用
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
絶
版
等
図
書
の
配
信
に
つ
い
て
の
国

会
図
書
館
の
運
用
も
、
出
版
社
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
出
版
活
動
と
著
作
者
の
創
作
・
執
筆
活
動
を
妨
げ

る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
対
象
範
囲
は
、
厳
格
に
絞
り
込
ん
で
い
く
こ
と
を
求
め
て

い
き
ま
す
。 

ま
た
、
す
で
に
運
用
が
始
ま
っ
て
い
る
、
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
を
超
え
る
範
囲
に
対
応
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
整
備
を
始
め
、
適
切
な
運
用
と
な
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

今
、
私
た
ち
出
版
人
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
次
の
時
代
へ
向
け
て
、
国
際
社
会
に
活
躍
す
る

「
人
」
を
育
て
、「
文
化
」
を
育
て
て
い
く
使
命
と
責
任
が
あ
り
ま
す
。
出
版
活
動
を
通
じ
て
、
豊

か
な
未
来
の
創
造
、
学
術
、
文
芸
、
教
育
の
振
興
・
普
及
、
そ
し
て
世
界
の
平
和
、
文
化
の
進
展
に

力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 

最
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
と
日
常
が
戻
る
こ
と
を
願
い
、
大
会

声
明
と
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
三
年
五
月
七
日 

第
六
十
回 

全
出
版
人
大
会 


